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2

0

2

2

年
に
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
が
始
ま
り
ま
し
た。

ま
た
人
類
は
殺
戦
と
環
境
破
壊
に
ま
み
れ
た

戦
乱
の
歴
史
を
繰
り
返
す
の
か
と
思
う
と、

賠
瀧
た
る
気
持
ち
で
し
た。

ロ
シ
ア
は
非
難
さ
れ
て
当
然
だ
と
確
信
し

て
い
ま
す
が、

一

定
年
齢
の
男
性
の
出
国
を
認
め
な
い
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
に
不
満
を
ぶ
つ
け
る
国
民
も
い
ま
し
た。

日
本
も
敵
基
地
攻
撃
能
力
を
持
つ
と
公
言
し
て
い
ま
す。

世
界
は
今
制
御
困
難
な
混
沌
と
し
た
状
態
に
あ
り
ま
す。

何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
思
っ
た
と
き、

2

0

0

1

年
か
ら
『
反
戦
情
報』

誌
に
連
載
し
て
い
た
反
戦
人
権
映

画
に
関
す
る
コ
ラ
ム
を、

書
籍
に
ま
と
め
る
こ
と
を
思
い
つ
き
ま
し
た。
「
戦
争
は、

良
い
」

な
ど
と
言
う
人
は
誰

も
い
な
い
は
ず
で
す。

幸
い
同
誌
編
集
担
当
の
永
田
信
男
氏
か
ら
は、

自
由
に
コ
ラ
ム
の
内
容
を
使
っ
て
よ
く、

出

典
等
特
に
何
の
配
慮
も
要
ら
な
い
と
の
了
解
を
得
た
の
で、

誤
字
脱
字
の
修
正
か
ら
再
度
の
事
実
確
認
を
経
て、

必

要
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
現
在
か
ら
の
視
点
で
書
き
直
す
と
こ
ろ
ま
で、

か
な
り
の
部
分
に
手
を
人
れ
ま
し
た。

さ
ら
に
同
誌
に
は
掲
載
し
て
い
な
い
作
品
に
つ
い
て
の
書
き
下
ろ
し
も
加
え、

ま
た
省
い
た
も
の
も
あ
り
ま
す
（
各

記
事
の
初
出
時
の
同
誌
の
号
数
情
報
を
省
略
し
て
い
ま
す）。

こ
の
手
の
映
画
を
頻
繁
に
鑑
賞
す
る
方
々
か
ら
は、

よ
く
見
ら
れ
て
い
る
作
品
ば
か
り
で
物
足
り
な
い
、

あ
の
重
要
な
作
品
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
、

こ
の
問
題
に

つ
い
て
の
作
品
は
な
い
の
か、

な
ど
と
指
摘
を
受
け
る
で
し
ょ
う
し、

こ
の
手
の
映
画
に
無
縁
で
ぜ
ひ
見
て
い
た
だ

き
た
い
方
々
に
は、

そ
も
そ
も
手
に
取
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん。

そ
う
考
え
る
と、

も
し

か
し
た
ら
本
書
の
意
義
は
薄
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん。
し
か
し、

戦
争
で
大
切
な
方
々
を
亡
く
し
た
多
く
の
方
々
が、

二
度
と
戦
争
は
ご
め
ん
だ
と
お
っ
し
ゃ
る
そ
の
思
い
を、

そ
し
て
命
を
失
う
瞬
間
に
戦
乱
を
恨
ん
で
お
ら
れ
た
に
違

い
な
い
方
々
の
思
い
を、

決
し
て
風
化
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ず、

今
ま
と
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
本
だ
と
思
い
ま
し

前
書
き
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2
0
2
3
年
3
月

鈴
木

右
文

た。

ま
た、

大
戦
等
で
す
で
に
取
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に
加
担
し
て
し
ま
っ
た
日
本
人
の
末
裔
と
し
て、

軍
事
費

の
倍
増
だ
と
言
っ
て
武
器
保
有
の
競
争
に
日
本
が
加
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
今、

書
か
ず
に
は
お
れ
な
か
っ
た
本
で
す。

世
界
で
数
多
く
の
方
々
が
行
動
し
て
い
る
今、

微
力
な
が
ら、

そ
し
て
自
分
で
も
資
格
が
あ
る
と
は
到
底
思
え
な
い

な
が
ら、

そ
の
1
人
に
加
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
願
い
か
ら
作
り
ま
し
た。

英
語
教
師
の
私
が
ま
と
め
た
も
の

で、

お
よ
そ
大
し
た
内
容
で
は
な
く、

今
昔
の
戦
争
を
経
験
し
た
方
々
か
ら
は
生
ぬ
る
い
と
お
叱
り
を
受
け
そ
う
で

す
し、

す
で
に
多
く
世
に
出
て
い
る
反
戦
や
人
権
擁
護
の
出
版
の
歴
史
に、

こ
の
程
度
の
本
で
加
わ
る
の
は
大
変
お

こ
が
ま
し
い
こ
と
で
す。

取
り
上
げ
た
の
は、

気
楽
に
は
作
れ
な
い
テ
ー
マ
の
作
品
ば
か
り
で、

そ
れ
だ
け
に
い
ろ

い
ろ
と
批
判
を
受
け
た
作
品
も
あ
り
ま
す
が、

そ
う
し
た
点
ま
で
は
正
直
な
と
こ
ろ、

カ
バ
ー
で
き
て
お
り
ま
せ
ん。

し
か
し、

筆
者
の
力
量
で
は
現
実
間
題
こ
れ
以
上
の
取
組
は
難
し
そ
う
で
す。

蟷
螂
の
斧
の
如
き
反
戦
の
志
を
く
ん

で
い
た
だ
き、

御
容
赦
く
だ
さ
っ
た
ら
幸
い
で
す。

な
お
本
書
で
は、

作
品
の
得
た
賞
に
つ
い
て、

米
国
ア
カ
デ
ミ
ー
賞、

カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭、

ベ

ネ
チ
ア
国
際
映

画
祭
を
基
本
に
登
場
願
っ
て
お
り
（
作
品
賞、

脚
本
賞
な
ど
の
賞
の
種
類
に
つ
い
て
は、

メ
ジ
ャ
ー
な
も
の
に
限
っ

て
い
ま
す）、

必
要
に
応
じ
て
他
に
も
言
及
し
て
い
ま
す。

制
作
国
に
つ
い
て
は、

情
報
源
に
よ
っ
て
微
妙
に
異
な

っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
た
め、

原
則
と
し
て
I
nt
er
n
et

M
o
vi
e
 Data
bas
e
に
よ
る
も
の
を
使
用
し
て
い
ま
す。

副

題
は、

主
題
と
の
間
に
全
角
ス
ペ

ー
ス
を
入
れ
る
こ
と
で
ほ
ぼ
統
一

し
ま
し
た。

ま
た、

本
書
は
作
品
を
紹
介
す
る

一

般
書
を
志
し
て
お
り、

特
段
の
引
用
情
報
の
付
加
が
必
要
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
引
用
は
ほ
と
ん
ど
し
て
お
り
ま
せ

ん。

参
考
文
献
も
特
に
挙
げ
て
い
ま
せ
ん。

そ
の
よ
う
な
随
筆
的
な
本
で
す
が、

少
し
で
も
何
か
の
お
役
に
立
つ
こ

と
を
祈
る
ば
か
り
で
す。
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1
9
3
4
年
『
街
の
灯』

1
9
3
7
年
『
新
し
き
土
』

1
9
4
4
年
『
陸
軍』

1
9
4
6
年
『
大
曽
根
家
の
朝』

1
9
4
6
年
『
わ
が
青
春
に
悔
い
な
し
』

1
9
4
7
年
『
安
城
家
の
舞
踏
会』

1
9
4
9
年
『
ミ
ニ

ヴ
ァ
ー
夫
人』

1
9
5
0
年
『
暴
力
の
街』

1
9
5
0
年
『
ま
た
逢
う
日
ま
で
』

1
9
5
0
年
『
無
防
備
都
市』

1
9
5
2
年
『
生
き
る
』

目
次

24 

36 

23 

35 

22 

34 

21 

33 

20 

32 

19 

31 

18 

30 

17 

29 

16 

28 

15 

27 

14 

26 

11 

各
作
品
の
「
年」

は
日
本
で
の
一

般
公
開
年
で
あ
る
が、

『
キ
ネ
マ

旬
報』

誌
で
ベ
ス
ト
テ
ン
評
価
の
対
象
が
翌

年
扱
い
に
な
っ
て
い
る
場
合
は、

公
開
の
翌
年
と
し
て
い
る。

ま
た
タ
イ
ト
ル
が
長
い
場
合
は、

目
次
と
各
ペ

ー
ジ

の
見
出
し
に
お
い
て
副
題
を
省
略
し
て
い
る
場
合
が
あ
る。

ま
た
本
文
中
で、

本
書
で
扱
っ
て
い
る
作
品
名
に
は
＊

を
付
し
た
（
そ
の
ペ

ー
ジ
で
主
題
と
し
て
扱
っ
て
い
る
作
品
に
は
付
し
て
い
な
い
）
。

1
9
5
2
年
『
原
爆
の
子』

1
9
5
2
年
『
虎
の
尾
を
踏
む
男
達』

1
9
5
3
年
『
ひ
め
ゆ
り
の
塔』

1
9
5
4
年
『
二
十
四
の
瞳
』

1
9
5
5
年
『
生
き
も
の
の
記
録』

1
9
5
5
年
『
浮
草
日
記』

1
9
5
5
年
『
こ
こ
に
泉
あ
り
』

1
9
5
7
年
『
喜
び
も
悲
し
み
も
幾
歳
月』

1
9
5
9
年
『
キ
ク
と
イ
サ
ム
』

1
9
5
9
年
『
荷
車
の
歌』

1
9
5
9
年
『
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
王
様』

1
9
6
0
年
『
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の
独
裁
者』

25 
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1
9
6
0
年
『
笛
吹
川』

1
9
6
3
年
『

ア
ラ
バ
マ
物
語』

1
9
6
3
年
『

僕
の
村
は
戦
場
だ
っ
た
』

1
9
6
4
年
『

博
士
の
異
常
な
愛
情』

1
9
6
5
年
『

赤
ひ
げ』

1
9
6
7
年
『
わ
が
命
つ
き
る
と
も』

1
9
6
7
年
『
若
者
た
ち』

1
9
6
8
年
『
猿
の
惑
星
』

1
9
6
8
年
『
招
か
れ
ざ
る
客』

1
9
6
9
年
『

ひ
と
り
っ
子』

1
9
7
0
年
『

家
族』

1
9
7
0
年
『

N
』

1
9
7
3
年
『

三
里
塚
辺
田
部
落』

1
9
7
4
年
『

サ
ン
ダ
カ
ン
八
番
娼
館
・

望
郷』

1
9
7
8
年
『

原
子
力
戦
争』

1
9
7
9
年
『

あ
し

野
麦
峠』

1
9
7
9
年
『

安
重
根
伊
藤
博
文
を
撃
つ
』

1
9
8
0
年
『

地
獄
の
黙
示
録』

1
9
8
2
年
『

転
校
生』

56 54 

1
9
9
2
年
『

J
F
k
』

1
9
9
3
年
『

イ
ン
ド
シ
ナ
』

74 73 

53 

ベ

イ
ル
ー
ト
か
ら
の
証
言』

72 

52 51 50 49 48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 

1
9
8
2
年
『
ミ
ッ
シ
ン
グ
』

1
9
8
3
年
『
ソ
フ
ィ
ー
の
選
択』

1
9
8
5
年
『
キ
リ
ン
グ
・

フ
ィ
ー
ル
ド』

1
9
8
6
年
『

海
と
毒
薬』

1
9
8
6
年
『

カ
ラ
ー
・
パ
ー
プ
ル
』

1
9
8
7
年
『
プ
ラ
ト
ー
ン
』

1
9
8
8
年
『
さ
く
ら
隊
散
る
』

1
9
8
8
年
『

さ
よ
な
ら
子
供
た
ち』

1
9
8
8
年
『

遠
い
夜
明
け
』

1
9
8
8
年
『
T

O

M

O

R

R

o

w

明
日』

1
9
8
8
年
『
ニ
ュ
ー
・

シ
ネ
マ
・
パ
ラ
ダ
イ
ス
』

1
9
8
9
年
『

紅
い
コ
ー
リ
ャ
ン
』

1
9
8
9
年
『

黒
い
雨』

1
9
9
0
年
『

風
の
輝
く
朝
に
』

1
9
9
0
年
『

7
月
4
日
に
生
ま
れ
て
』

1
9
9
1
年
『
無
防
備
都
市

71 70 69 68 67 66 
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2
0
0
0
年
『
初
恋
の
き
た
道』

2
0
0
1

年
『
エ
リ
ン
・

ブ
ロ
コ
ビ
ッ

チ
』

2
0
0
1

年
『
J
S
A
』

ビ
ュ

ー
テ
ィ
フ
ル
』

92 91 90 89 

111 109 108 107 

1
9
9
3

年
『
月
光
の
夏』

1
9
9
3

年
『
友
だ
ち
の
う
ち
は
ど
こ
？

』

1
9
9
4
年
『
キ
ル
ソ
ド
ム
』

1
9
9
4
年
『
シ
ン
ド
ラ
ー

の
リ
ス
ト

』

1
9
9
4
年
『
太
白
山
脈』

1
9
9
5

年
『
エ
イ
ジ
ア
ン
・

ブ
ル
ー

』

1
9
9
5

年
『
シ
ョ
ー

シ
ャ
ン
ク
の
空
に
』

1
9
9
5

年
『
太
陽
に
灼
か
れ
て
』

1
9
9
6

年
『
イ
ル
・

ポ
ス
テ
ィ
ー

ノ
』

1
9
9
6

年
『
ビ
フ
ォ
ア
・

ザ
・

レ
イ
ン
』

1
9
9
6

年
『
ユ

リ
シ
ー

ズ
の
瞳
』

1
9
9
7

年
『
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
』

1
9
9
7

年
『
ナ
ー

ジ
ャ
の
村』

1
9
9
8

年
『
ア
ミ

ス
タ
ッ
ド

』

1
9
9
9

年
『
ラ
イ
フ
・

イ
ズ
・

ダ
イ
ア
リ
ー

ズ
』

2
0
0
5
年
『
映
画
日
本
国
憲
法』

2
0
0
5

年
『
男
た
ち
の
大
和』

2
0
0
5

年
『
ヒ
ト
ラ
ー

最
後
の
1
2
日
間』

88 87 86 85 

2
0
0
1

年
『
蝶
の
舌』

2
0
0
1

年
『
ホ
タ
ル
』

2
0
0
2

年
『
鬼
が
来
た
！

』

2
0
0
2
年
『
K
T
』

2
0
0
2
年
『
戦
場
の
ピ
ア
ニ
ス
ト

』

2
0
0
2
年
『
チ
ョ

ム
ス
キ
ー
9
.

1
1

』

2
0
0
3

年
『
美
し
い
夏
キ
リ
シ
マ
』

2
0
0
3

年
『
こ
ん
ば
ん
は
』

2
0
0
3

年
『
ボ
ウ
リ
ン
グ
・

フ
ォ
ー
・

2
0
0
4
年
『
華
氏
9
1
1
』

2
0
0
4
年
『
ス
ー

パ
ー

サ
イ
ズ
・

ミ
ー

』

2
0
0
4
年
『
誰
も
知
ら
な
い
』

2
0
0
4
年
『
父
と
暮
せ
ば
』

2
0
0
4
年
『
モ
ー

タ
ー

サ
イ
ク
ル
・

84 

コ
ロ
ン
バ

イ
ン
』

83 

106 105 104 103 101 
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77 
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76 
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僕
た
ち
が
見
た
真
実』

130 129 128 127 126 125 3ーー

2
0
0
6
年
『
蟻
の
兵
隊』

4
 
ーー

2
0
0
6
年
『
父
親
た
ち
の
星
条
旗』

5
 
ーー

2
0
0
6
年
『
硫
黄
島
か
ら
の
手
紙』

6
 
ーー

2
0
0
6
年
『
紙
屋
悦
子
の
青
春』

7
 

2
0
0
6
年
『
グ
ッ
ド
ナ
イ
ト
＆
グ
ッ
ド
ラ
ッ
ク
』

ーー8
 

2
0
0
6
年
『
出
口
の
な
い
海』

ーー，

 

2
0
0
6
年
『
ト
ン
マ
ッ
コ
ル
ヘ

よ
う
こ
そ
』

1ー゚

2
0
0
6
年
『
ナ
イ
ロ
ビ
の
蜂』

2ーー

2
0
0
6
年
『
ホ
テ
ル
・

ル
ワ
ン
ダ
』

2ー2
 
2
 
ー3

 
2
 
ー4

 
2
 
ー

2
0
0
6
年
『
麦
の
穂
を
ゆ
ら
す
風』

2
0
0
7
年
『
陸
に
上
が
っ
た
軍
艦』

2
0
0
7
年
『
君
の
涙
ド
ナ
ウ
に
流
れ
』

2
0
0
7
年
『
グ
ア
ン
タ
ナ
モ
、

2
0
0
7
年
『
シ
ッ
コ
』

2
0
0
7
年
『
新
•

あ
つ
い
壁
』

2
0
0
7
年
『
特
攻

T
o
k
k
o
』

2
0
0
7
年
『
ヒ
ロ
シ
マ
ナ
ガ
サ
キ
』

2
0
0
7
年
『
不
都
合
な
真
実』

2
0
0
7
年
『
ミ
リ
キ
タ
ニ
の
猫』

2
0
0
7
年
『
善
き
人
の
た
め
の
ソ
ナ
タ
』

2
0
0
7
年
『
夕
凪
の
街

桜
の
国』

2
0
0
7
年
『
ル
ワ
ン
ダ
の
涙』

2
0
0
8
年
『
お
く
り
び
と
』

2
0
0
8
年
『
母
べ

え
』

2
0
0
8
年
『
今
夜、

列
車
は
走
る
』

2
0
0
8
年
『
実
録
・

連
合
赤
軍』

2
0
0
8
年
『
ト
ウ
キ
ョ

ウ
ソ
ナ
タ
』

2
0
0
8
年
『
ヒ
ト
ラ
ー
の
贋
札』

2
0
0
8
年
『
マ
ン
デ
ラ
の
名
も
な
き
看
守』

2
0
0
8
年
『
闇
の
子
供
た
ち
』

2
0
0
9
年
『
カ
テ
ィ
ン
の
森』

2
0
0
9
年
『
キ
ャ
ピ
タ
リ
ズ
ム

2
0
0
9
年
『
グ
ラ
ン
・

ト
リ
ノ
』

2
0
0
9
年
『
沈
ま
ぬ
太
陽』

2
0
0
9
年
『
ス
ラ
ム
ド
ッ
グ
＄
ミ
リ
オ
ネ
ア
』

2
0
0
9
年
『
戦
場
で
ワ
ル
ツ
を
』

マ
ネ
ー
は
踊
る
』

149 148 147 146 145 144 143 142 141 140 139 138 137 136 134 133 132 131 
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2

0

0

9

年
『
誰
も
守
っ
て
く
れ
な
い
』

2

0

0

9

年
『
チ
ェ
ン
ジ
リ
ン
グ
』

2

0

1

0

年
『
イ
ン
ビ
ク
タ
ス
』

2

0

1

0

年
『
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
！
』

2

0

1

0

年
『
ハ

ー
ト
・
ロ
ッ
カ
ー
』

2

0

1

0

年
『
闇
の
列
車、

光
の
旅』

2

0

1

1

年
『
一

枚
の
ハ
ガ
キ
』

2

0

1

1

年
『
愛
し
き
ソ
ナ
』

2

0

1

1

年
『
イ
ン
サ
イ
ド
・

ジ
ョ
ブ
』

2

0

1

1

年
『
お
じ
い
さ
ん
と丑
早
原
の
小
学
校』

2

0

1

1

年
『
黄
色
い
星
の
子
供
た
ち
』

2

0

1

1

年
『
ゴ
ー
ス
ト
ラ
イ
タ
ー
』

2

0

1

1

年
『
サ
ラ
の
鍵』

2

0

1

1

年
『
1

0

0
,

0

0

0

年
後
の
安
全
』

2

0

1

1

年
『
戦
火
の
馬』

2

0

1

1

年
『
戦
火
の
ナ
ー
ジ
ャ
』

2

0

1

1

年
『
太
平
洋
の
奇
跡』

2

0

1

1

年
『
日
輪
の
遺
産
』

2

0

1

1

年
『
マ

イ
・
バ
ッ
ク
・
ペ

ー
ジ
』

168 167 166 165 164 163 162 161160 159 158 157 156 155 154 153 152 151 150 

2

0

1

2

年
『
か
ぞ
く
の
く
に
』

2

0

1

2

年
『
希
望
の
国』

2

0

1

2

年
『
こ
の
空
の
花

長
岡
花
火
物
語』

2

0

1

2

年
『
誰
も
知
ら
な
い
基
地
の
こ
と
』

2

0

1

2

年
『
ル
・

ア
ー
ブ
ル
の
靴
み
が
き』

2

0

1

2

年
『
ル
ー
ト
・

ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
』

2

0

1

3

年
『
遺
体

明
H
へ

の
十
日
間』

2

0

1

3

年
『
永
遠
の
0
』

2

0

1

3

年
『
か
ぐ
や
姫
の
物
語』

2

0

1

3

年
『
風
立
ち
ぬ
』

2

0

1

3

年
『
三
姉
妹

雲
南
の
子』

2

0

1

3

年
『
少
年
H
』

2

0

1

3

年
『
セ
デ
ッ
ク
・
バ
レ
』

2

0

1

3

年
『
ハ
ン
ナ
・

ア
ー
レ
ン
ト
』

2

0

1

3

年
『
ペ
コ
ロ
ス
の
母
に
会
い
に
行
く
』

2

0

1

3

年
『
も
う
ひ
と
り
の
息
子』

2

0

1

3

年
『
約
束』

2

0

1

3

年
『
我
々
の
も
の
で
は
な
い
世
界』

2

0

1

4

年
『
ア
ク
ト
・

オ
ブ
・

キ
リ
ン
グ
』

187 186 185 184 183 182 181180179 178 177 176 175 174 173 172 171170 169 

- 8 -



戦争は、 だめだ！

2
0
1
4
年
『
口
笛
彼
方』

2
0
1
4
年
『
チ
ス
ル
』

2
0
1
4
年
『

東
原
難
民』

2
0
1
4
年
『

日
本
と
原
発』

2
0
1
4
年
『

N
0

ノ
ー
』

2
0
1
4
年
『
野
の
な
な
な
の
か
』

2
0
1
5
年
『

ア
メ
リ
カ
ン
・

ス
ナ
イ
パ
ー
』

2
0
1
5
年
『

あ
ん
』

2
0
1
5
年
『

グ
ロ
ー
リ
ー

明
日
へ

の
行
進』

2
0
1
5
年
『

杉
原
千
畝』

2
0
1
5
年
『

野
火』

2
0
1
5
年
『

ネ
パ
ー
ル
の
首
飾
り
』

2
0
1
5
年
『

博
士
と
彼
女
の
セ
オ
リ
ー
』

2
0
1
5
年
『

母
と
暮
せ
ば
』

2
0
1
5
年
『

ヒ
ト
ラ
ー
暗
殺
1
3
分
の
誤
算』

2
0
1
6
年
『

こ
の
世
界
の
片
隅
に
』

2
0
1
6
年
『

サ
ウ
ル
の
息
子』

2
0
1
6
年
『
ブ
リ
ッ
ジ
・

オ
ブ
・

ス
パ

イ
』

2
0
1
6
年
『

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
』

207 206 205 204 202 201 200 199 198 197 196 195 194 193 192 191 190 189 188 

8゚2

2
0
1
6
年
『
ト
ラ
ン
ボ
』

2
0
1
7
年
『
明
日
へ

戦
争
は
罪
悪
で
あ
る
』

2゚09ー2
 

2
0
1
7
年
『
コ
ス
タ
リ
カ
の
奇
跡』

ー

2
0
1
7
年
『

ス
ノ
ー
デ
ン
』

ー22
 

2
0
1
7
年
『

ド
リ
ー
ム
』

ー2

2
0
1
7
年
『
花
筐

H
A
N
A
G
A
T
A
M
I
』

⑲4ー2
 

2
0
1
7
年
『

標
的
の
島

風
か
た
か
』

2
0
1
7
年
『

米
軍
が
最
も
恐
れ
た
男』

152

2
0
1
7
年
『

わ
た
し
は、

ダ
ニ
エ
ル
・

ブ
レ
イ
ク
』

2
0
1
8
年
『

愛
と
法』

2
0
1
8
年
『

沖
縄
ス
パ

イ
戦
史』

2
0
1
8
年
『
華
氏
1
1
9
』

2
0
1
8
年
『

1
9
8
7、

あ
る
闘
い
の
真
実』

2
0
1
8
年
『

タ
ク
シ
ー
運
転
手

約
束
は
海
を
越
え
て
』

2
0
1
8
年
『

ペ
ン
タ
ゴ
ン
・
ペ

ー
パ
ー
ズ
』

2
0
1
8
年
『
万
引
き
家
族』

2
0
1
9
年
『

R
B
G
最
強
の
8
5
オ』

225 223 222 221 220 219 218 217 216 
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2
0
2
0
年
『
パ

ラ
サ
イ
ト

半
地
下
の
家
族』

の
か
』

242 241 

2
0
1
9
年
『．
1
|
新
聞
記
者
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
ー

2
0
1
9
年
『
家
族
を
想
う
と
き
』

2
0
1
9
年
『
T
h
e
B
est
 of
 E
n
e
mi
es
』

2
0
1
9
年
『
主
戦
場』

2
0
1
9
年
『
新
聞
記
者』

2
0
1
9
年
『
ニ
ジ
ノ
キ
セ
キ
』

2
0
1
9
年
『
福
島
は
語
る
』

2
0
2
0
年
『
浅
田
家
！
』

2
0
2
0
年
『
海
辺
の
映
画
館

キ
ネ
マ
の
玉
手
箱』

2
0
2
0
年
『
風
の
電
話』

2
0
2
0
年
『
子
供
た
ち
を
よ
ろ
し
く
』

2
0
2
0
年
『
1
9
1
7
命
を
か
け
た
伝
令』

2
0
2
0
年
『
な
ぜ
君
は
総
理
大
臣
に
な
れ
な
い

239 238 236 235 233 232 231 230 229 228 227 226 

、
ナ
マ
タ
』

2
0
2
0
年
『
F
u
k
u
s
H
I
M
A

2
0
2
0
年
『
マ
ル
モ
イ

こ
と
ば
集
め
』

2
0
2
0
年
『一
二
島
由
紀
夫
vs

東
大
全
共
闘

5
0
年
後
の
真
実』

2
0
2
0
年
『
リ
チ
ャ
ー
ド
・

ジ
ュ
エ
ル
』

2
0
2
1
年
『
ち
ょ
っ
と
北
朝
鮮
ま
で
行
っ
て
く

る
け
ん。
』

山
の
教
室
』

2
0
2
1
年
『
ブ
ー
タ
ン

2
0
2
1
年
『
M
I
N
A
M
A
T
A

2
0
2
1
年
『
水
俣
曼
荼
羅』

2
0
2
2
年
『
わ
れ
弱
け
れ
ば

矢
嶋
樹
f
伝』

2
0
2
2
年
『
ス
ー
プ
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』

2
0
2
2
年
『
Bl
u
e
Isla
n
d

憂
鬱
の
島』

2
0
2
2
年
『
長
崎
の
郵
便
配
達』

2
0
2
2
年
『
ベ
ル
フ
ア
ス
ト
』

2
0
2
2
年
『
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
』

5
0
』

257 256 255 254 253 251 250 249 248 247 
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戦争は、 だめだ！

映
画

映
画
は
通
例
つ
く
り
も
の
で
あ
る。

し
か
し
そ
れ
は
「
花
も
実
も
あ
る
絵
空
事」
（
大
林
宣
彦
言）

で
あ
り、

視
覚

と
音
声
等
の
複
数
の
感
覚
に
訴
え
る
総
合
芸
術
で
あ
っ
て、

そ
れ
故
に
直
観
的
に
深
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き、

情

念
を
載
せ
る
こ
と
が
容
易
な
媒
体
で
あ
る。

そ
れ
ゆ
え
に、

か
つ
て
映
画
は
戦
意
高
揚
に
用
い
ら
れ
た。

今
は
そ
れ

を
逆
手
に
取
り、

イ
ラ
ク
戦
争、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
戦
乱、

9
.

1

1、

ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ、

日
本
の
防
衛

費
増
大
と
敵
基
地
攻
撃
能
力
保
持
の
計
画
な
ど
と、

き
な
臭
い
世
界
情
勢
の
中
で
人
々
が
頭
に
血
を
上
ら
せ
て
い
る

中、

反
戦
平
和
を、

映
画
を
も
っ
て
訴
え
る
時
で
あ
る
と
確
信
す
る。

反
戦

筆
者
に
は
信
じ
ら
れ
な
い
。

わ
ず
か
7

8

年
前
に
大
侵
略
戦
争
で
多
く
の
悲
劇
を
も
た
ら
し
た
日
本
に
お
い
て、

ど
う
あ
っ
て
も
戦
争
だ
け
は
イ
ヤ
で
そ
れ
に
つ
な
が
る
こ
と
の
芽
を
摘
む
の
が
大
切
だ
と
考
え
る
人
が
た
く
さ
ん

い
た
日
本
に
お
い
て、

安
保
闘
争
で
は
米
国
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
こ
そ
平
和
に
背
を
向
け
る
も
の
で
あ
る
と
多
く

の
人
々
が
考
え
て
い
た
日
本
に
お
い
て、

保
守
と
革
新
に
分
か
れ
て
角
を
突
き
合
わ
せ
て
均
衡
を
保
っ
て
い
た
日
本

に
お
い
て、

軍
事
費
の
倍
増
が
語
ら
れ、

改
憲
を
認
め
る
国
民
が
多
数
派
と
な
り、

国
政
選
挙
で
は
革
新
は
時
代
遅

れ
だ
と
ば
か
り
に
保
守
的
で
あ
る
度
合
い
を
競
う
よ
う
な
流
れ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が、

筆
者
に
は
な
ぜ
な
の
か
理

解
で
き
な
い
。

戦
争
中
の
死
の
瞬
間
に、

自
分
の
次
の
世
代
に
平
和
な
世
を
残
し
た
く、

戦
争
に
つ
な
が
る
こ
と
は

一

切
い
や
だ、

そ
う
思
っ
て
い
た
方
々
が
多
く
い
る
と
思
わ
れ、

そ
の
方
々
の
無
念
の
思
い
を、

1

0

0

年
も
た
た

序
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な
い
う
ち
に
忘
れ
さ
せ
て
し
ま
う
よ
う
な
政
治
と
教
育
が
こ
こ
最
近
行
わ
れ
て
き
て
い
る
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

筆

者
は
偏
向
思
想
の
持
主
な
の
だ
ろ
う
か。

世
界
の
諸
問
題
が
難
化
し
て
い
る
現
在、

自
己
の
防
衛
に
走
る
為
政
者
が

あ
ま
り
に
多
く、

彼
ら
が
作
る
「
常
識
的
考
え」

の
方
が
お
か
し
く
は
な
い
の
だ
ろ
う
か。

防
衛
費
増
大
計
画
や
敵

基
地
攻
撃
能
力
の
保
持
の
計
画
も、

米
国
の
余
剰
武
器
を
購
入
す
る
た
め
の
仕
掛
け
だ
っ
た
り
し
な
い
の
だ
ろ
う
か。

歴
史

筆
者
は
歴
史
学
の
専
門
家
で
は
な
く、

自
分
の
歴
史
観
を
人
に
押
し
付
け
る
つ
も
り
は
毛
頭
な
い
。

だ
が、

ど
の

よ
う
な
考
え
方
を
背
景
に
本
書
が
作
成
さ
れ
た
か
を
示
し
て
お
き
た
い
。

日
本
は
侵
略
戦
争
を
行
っ
た。

こ
れ
だ
け
で
い
く
ら
謝
っ
て
も
謝
り
切
れ
な
い
こ
と
を
し
た
の
だ
と
思
っ
て
い
る。

こ
れ
は
日
本
を
貶
め
る
こ
と
で
は
な
く、

筆
者
も
日
本
的
な
も
の
が
大
好
き
だ
し、

日
本
に
誇
り
を
持
っ
て
い
る。

そ
れ
は
平
和
憲
法
を
持
ち、

童
謡
「
ふ
る
さ
と
」

の
よ
う
な
心
情
で
人
々
が
生
き
る
日
本
に
対
し
て
だ。

そ
の
よ
う

な
国
と
し
て
再
出
発
で
き
る
は
ず
だ
っ
た
日
本
が、

戦
後
の
主
導
権
を
握
る
た
め
に
原
爆
を
使
用
し
た
米
国
の
都
合

で、

い
っ
た
ん
成
立
し
た
平
和
憲
法
に
反
し、

い
ろ
い
ろ
な
ご
ま
か
し
で
軍
事
力
を
強
化
し、

好
む
と
好
ま
ざ
る
と

に
関
わ
ら
ず、

西
側
陣
営
の
橋
頭
堡
と
さ
せ
ら
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
こ
そ、

歪
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か。

お
上
に
は
逆
ら
わ
ず
も
い
い
加
減
に
し
な
い
と、

大
変
な
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
す
る。

大
学
の

世
界
を
は
じ
め
と
し
て、

間
違
わ
な
い
た
め
に
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
物
事
を
考
え
る
面
倒
な
民
主
主
義
の
時
代
か
ら、

支
配
層
の
目
的
の
た
め
に
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
効
率
的
に
進
む
独
裁
的
な
時
代
に
逆
行
し
つ
つ
あ
る
（
面
倒
だ
か
ら
と

小
選
挙
区
制
が
導
入
さ
れ
た
時
点
で
確
信
し
た）
。

今
が
歴
史
の
大
転
換
点
に
な
り
そ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

そ
う
考
え
る
と、

言
い
た
い
こ
と
を
今
言
わ
ね
ば
後
悔
す
る
だ
ろ
う
と
思
う。

- 12 -



戦争は、 だめだ！

反
戦
映
画

こ
こ
で、

映
画
の
専
門
家
で
あ
れ
ば、

反
戦
映
画
の
定
義
や、

類
別
に
つ
い
て
語
る
こ
と
に
な
ろ
う
が、

残
念
な

が
ら
筆
者
に
は、

そ
の
力
は
な
い
。

反
戦
映
画
に
は、

戦
地
の
戦
闘
を
描
い
て
そ
の
悲
惨
を
訴
え
る
も
の、

銃
後
や

そ
の
後
を
描
い
て
戦
争
の
影
響
を
訴
え
る
も
の
に
大
別
さ
れ
る
な
ど
と
言
っ
て
も、

誰
も
が
す
で
に
知
っ
て
い
る
こ

と
で
あ
る。

筆
者
が
志
す
の
は、

本
書
で
取
り
上
げ
て
い
る
反
戦
人
権
映
画
の
鑑
賞
を
お
勧
め
す
る
こ
と
で
あ
る。

マ
イ
ケ
ル
・

ム
ー
ア
の
よ
う
な
実
力
行
使
は
せ
ず、

風
が
吹
け
ば
桶
屋
が
儲
か
る
式
の
構
図
の
中
で、

風
を
起
こ
そ

う
と
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

し
か
し
風
も
起
こ
さ
な
い
な
ら
自
分
が
自
分
で
な
く
な
る、

と
い
う
切
迫
感
が
あ
る。

と
い
う
こ
と
で、

本
書
で
は
2
3
5
本
の
反
戦
映
画、

人
権
映
画
を
収
録
し
て
い
る。

配
列
は
時
代
順
で、

こ
う

し
た
映
画
の
流
れ
が
わ
か
る
よ
う
に
し
て
あ
る
が、

戦
後
の
作
品
が
主
体
で
あ
る。

日
本
映
画
も
あ
れ
ば
外
国
映
画

も
あ
り、

反
戦
映
画
も
あ
れ
ば
人
権
映
画
も
あ
る。

メ
ジ
ャ
ー
作
も
あ
れ
ば
自
主
上
映
し
か
で
き
な
い
作
品
も
あ
る。

儲
か
る
映
画
も
あ
れ
ば
儲
か
ら
な
い
映
画
も
あ
る。

声
高
な
映
画
も
あ
れ
ば
静
か
な
映
画
も
あ
る。

し
か
し
本
書
で

取
り
上
げ
て
い
る
諸
作
は
ど
れ
も、

映
画
と
し
て
の
味
わ
い
と
芸
術
性
を
持
ち、

も
っ
と
評
価
さ
れ、

尊
重
さ
れ
る

べ

き
作
品
だ
と
い
う
点
で
は
共
通
し
て
い
る。

筆
者
も
小
学
生
の
頃
は、

最
高
の
映
画
と
は
カ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
だ
と

思
っ
て
い
た。

い
ま
だ
に
成
長
途
上
の
筆
者
で
は
あ
る
が、

こ
れ
ら
珠
玉
の
作
品
た
ち
と
出
会
え
た
こ
と
に
喜
び
を

感
じ
る
こ
と
が、

よ
う
や
く
こ
の
頃
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た。

日
の
前
に
あ
る
も
の
だ
け
で
生
き
て
い
く
の
で

は
な
く、

自
分
の
知
ら
な
い
世
界
に
触
れ
て
い
く
こ
と
が、

こ
の
世
で
ほ
ん
の
一

瞬
し
か
存
在
で
き
な
い
こ
と
に
対

す
る
自
分
な
り
の
抵
抗
で
あ
り、

自
分
の
生
き
た
証
で
あ
り、

天
文
現
象
等
で
い
つ
か
終
わ
り
を
迎
え
る
か
も
し
れ

な
い
人
類
の
歴
史
が
輝
か
し
い
も
の
で
あ
る
た
め
の
必
要
条
件
と
し
て、

互
い
に
学
び
合
う
知
恵
と
い
う
も
の
に、

さ
さ
や
か
な
貢
献
を
し
よ
う
と
志
し
た
次
第
で
あ
る。

ぜ
ひ
本
書
に
並
ぶ
諸
作
に
触
れ
て
み
て
い
た
だ
き
た
い
。
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＊索引＊ ＊映画の制作国名は含めていない。
IRA 256 
アイルランド122/174/256
アウシュヴィッツ58/205
赤狩りIレッドパー ジ20/21/35/117/187 /208 
あさま山荘事件139/168
アジェンデ政権57/83/192
アパルトヘイト65/142/152
アフガニスタン125
雨傘運動254
アメリカ215
アメリカン86/145/194
アルカイダ125
アルゼンチン48/138
安重根53/70
慰安婦108/229
硫黄島114/115/151/152/166/194/201
イスラエル78/98/149/182/184/186/206
イスラム42/98/149/161
イタリア23/72/83/89/163/172
今井正22/27/31/33 
イム ・ グォンテク77/79
イラク11/46/97 /98/103/154/17 4/194/210 
イラン76/125
インドネシア187
ウォー ター ゲー ト事件222
ウクライナ2/11/87/256/257
英国14/20/35/40/42/59/65/66/70/120/122/125
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186/202/216/227/254/282 
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101/ 103/105/122/205/216/223/242 
帰還兵62/154/194/257
帰国事業157/169/247/253
北朝鮮46/53/98/157/169/189/231/247/253
基地98/108/116/125/139/172/210/2l 4/215/ 
木下恵介16/17/18/19/28/32/37 L/260 
君が代217
9.11 11/98/101/103/108/126/131/207 /211/219 

キュ ー バ40/44/71/73/88/107/125/126/206
共産主義18/35/83/117/139/153
ギリシア48/57/85/186
キング牧師45/152/196/212
近代映画協会19/25/63
金大中（事件）96/189/221
グアンタナモ米軍基地125
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熊井啓50/60
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ケネディ71/73/161/206
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原爆12/25/26/29/43/64/66/69/106/118/129/

133/201/204/255/260 
原発51/87/163/170/175/191/193/232/236/243
憲法12/19/98/108/123/125/129/196/210/260
ケン ・ ロ ー チ122/174/216/227
光州事件220/221
神山征二郎27/75
黒人33/38/45/61/65/88/142/152/196/212/219/
国連84/121/134/210 L228 
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再審81/127/185
在日コリアン94/100/157/169/231/253 
サイパン島166
さくら隊25/63/235
佐々部清118/133/167/190 
サー ロ ー 節子255
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サンディニスタ民族解放戦線210
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CIA 73/108/161/172/211 
GHQ 25/26/60/106/108/231 
自衛隊46/96/170/175/214/226/243
死刑18/64/127/182/185/190/206
失業43/101/138/216
児童売春143
資本主義145/153
社会主義57/126/192
銃社会101/103/126
収容所23/58/78/80/89/97/125/131/141/144/

153/160/162/165/182/197/202/205 
粛清79/82/165
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スペイン88/93
スペイン内戦93
生体解剖事件60
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筆
者
は
小
学
生
の
頃
か
ら
平
和
主
義
者
だ
っ
た
よ
う
で
す。

学
校
で
か
ら
か
わ
れ
て
も
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
ま
し
た。

人
と
争
う
の
が
嫌
い
だ
っ
た
の
で
す。

大
学
生
の
頃、
一

般
教
養
の
憲
法
の
講
義
に
感
動
し、

政
治
や
人
権
に
関
心

を
持
ち
始
め
ま
し
た。

こ
の
講
義
が
な
か
っ
た
ら、

な
ぜ
米
国
が
原
爆
を
投
下
し
た
か、

な
ぜ
ソ
連
が
終
戦
附
前
に

参
戦
し
た
か、

な
ぜ
米
国
は
天
皇
制
を
残
す
こ
と
を
許
し
た
か、

な
ぜ
米
軍
基
地
が
日
本
に
あ
る
の
か、

な
ぜ
安
保

闘
争
が
あ
っ
た
の
か、

そ
ん
な
こ
と
を
全
く
考
え
も
し
な
い
人
生
を
送
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん。

ナ
イ
ー
ブ
に

武
器
が
あ
る
か
ら
戦
争
に
な
る
と
考
え
る
人
間
で
あ
り、

軍
事
力
の
均
衡
を
現
実
的
な
平
和
の
手
段
と
し
て
肯
定
す

べ
き
だ
と
は
ど
う
し
て
も
思
え
な
い
タ
イ
プ
の
人
間
で
す。

何
を
子
供
み
た
い
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
ん
だ
と
言
わ

れ
そ
う
で
す
が、

故
大
林
宣
彦
監
督
は、

子
供
の
と
き
に
大
人
に
関
し
て
い
や
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と
を、

大
人
に

な
っ
て
も
そ
の
ま
ま
思
い
続
け
て
い
る
の
は、

子
供
の
頃
の
自
分
に
中
し
訳
が
立
た
な
い
こ
と
は
し
た
く
な
い
か
ら

だ、

と
い
う
趣
旨
の
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た。

筆
者
も
そ
れ
に
倣
う
青
臭
い
人
間
で
い
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す。

実
は
筆
者
が
二
十
代
に
な
っ
て
か
ら
映
画
を
見
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は、

そ
の
大
林
監
督
が
尾
道
3
部
作
で

恥
ず
か
し
げ
も
な
く、

瑞
々
し
く
光
り
輝
く
青
春
を
青
臭
く
描
い
て
い
る
の
に
感
じ
入
っ
た
か
ら
で
し
た。

人
が
発

す
る
そ
の
よ
う
な
光
を
大
切
に
扱
う
と
い
う
こ
と
は、
「
0
0
の
た
め
に
は
多
少
の
人
命
が
失
わ
れ
て
も
仕
方
が
な

い
」

と
す
る
戦
争
と
は、

お
よ
そ
対
極
に
あ
る
態
度
だ
と
思
い
ま
す。

と
い
う
こ
と
で、

反
戦
平
和
と
人
を
大
切
に

す
る
映
画
と
の
組
み
合
わ
せ
は、

そ
れ
こ
そ
筆
者
が
取
り
組
ま
な
い
で
ど
う
す
る
と
い
う
テ
ー
マ
と
な
り
ま
し
た。

も
と
も
と
英
語
屋
で
あ
り、

取
り
組
む
こ
と
が
他
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
た
め
に、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
は
些
細
な
成
果
で

し
か
な
い
の
で
す
が、

些
細
な
が
ら
塵
も
積
も
れ
ば
山
と
な
る
と
い
う
こ
と
で、

さ
さ
や
か
な
が
ら、

自
分
に
あ
る

後
書
き
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鈴
木
右
文

ひ
と
つ
の
部
分
の
集
大
成
の
つ
も
り
で
制
作
し
ま
し
た。

未
見
の
作
品、

取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
作
品
に
は
本
当

に
申
し
訳
な
い
で
す。

例
え
ば、

脱
稿
直
前
に
地
元
図
書
館
で、

日
本
軍
と
地
元
の
少
年
兵
を
描
く
タ
イ
映
画
の
貴

重
な
上
映
が
あ
っ
た
の
で
す
が、

本
務
校
の
業
務
の
関
係
で、

ど
う
し
て
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た。

ま

た、

最
近
の
香
港
の
情
勢
を
扱
っ
た
作
品
が
か
な
り
あ
る
の
に、

滑
り
込
み
で
1
本
見
ら
れ
た
の
み
で
す。

そ
の
他

常
識
と
し
て
見
て
お
く
べ

き
数
々
の
作
品
を
見
逃
し
て
い
ま
す。

努
力
不
足
を
お
詫
び
し
ま
す
が、

そ
こ
は
多
趣
味

で、

映
画
館
に
か
か
る
映
画
が
首
都
圏
よ
り
も
ず
っ
と
少
な
い
福
岡
在
住
の
筆
者
と
し
て
の
限
界
で
す。

最
後
に、

映
画
の
悦
び
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
故
大
林
宣
彦
監
督、

そ
の
大
林
映
画
の
ロ
ケ
地
巡
り
と
2
冊
の
共

著
を
世
に
出
す
こ
と
で
お
世
話
に
な
っ
た
哲
学
者
荒
木
正
見
先
生、

本
来
の
研
究
分
野
以
外
の
こ
と
ば
か
り
に
夢
中

に
な
る
弟
子
に
寛
容
に
接
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
恩
師
東
京
都
立
大
学
名
誉
教
授
中
島
平
三
先
生、

映
画
の
話
題
や

映
画
の
授
業
に
つ
い
て
よ
き
刺
激
と
な
っ
て
く
れ
て
い
る
九
州
大
学
で
の
同
僚
志
水
俊
広
先
生
と
辻
野
裕
紀
先
生、

九
州
大
学
で
の
映
画
授
業
に
御
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
福
岡
ア
ジ
ア
映
画
祭
主
宰
者
で
映
画
評
論
家
の
前
田
秀

一

郎
氏、

本
書
の
も
と
と
な
る
記
事
を
掲
載
し
続
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
『
反
戦
情
報』

主
宰
の
永
田
信
男
氏、

そ

し
て
母
校
の
大
学
を
再
度
卒
業
し、

今
も
そ
の
先
を
目
指
し
て
頑
張
り
刺
激
を
筆
者
に
与
え
続
け、
一

部
の
原
稿
の

点
検
に
も
協
力
し
て
く
れ
た
妻
鈴
木
久
仁
子
に
本
書
を
捧
げ
ま
す。

そ
し
て
何
よ
り、

本
著
作
の
出
版
を
快
諾
し、

編
集
作
業
で
大
い
に
汗
を
か
い
て
く
だ
さ
っ
た
櫂
歌
書
房
の
東
保
司
氏
に、

最
大
限
の
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す。

ま
た
本
書
が、

お
読
み
に
な
る
方
々
に
少
し
で
も
得
る
も
の
が
あ
る
書
で
あ
る
こ
と
を
祈
り
な
が
ら、

し

め
く
く
り
と
致
し
ま
す。
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著
者

鈴
木
右
文

1

9

6

4

年
千
葉
県
に
生
ま
れ
る。

東
京
都
立
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
英
文
学
専
攻
博
士
課
程
所
要
年
限
在
学
・

所
要
単
位
取
得
の
上
中
退。

現
在
九
州
大
学
大
学
院
言
語
文
化
研
究
院
教
授。

本
来
の
専
門
は
生
成
文
法
に
よ
る
現
代
英
語
の
統
語
分
析。

し
か
し
諸
般
の
事
情
に
よ
り
あ
る
時
か
ら、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
英
語
教
育
実
践
と
と
も
に、

特
に
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
英
語
・
学
術
研
修
に
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

と
し
て
取
り
組
む。

映
画、

旅
行、

鉄
道
等
多
趣
味
の
中、

映
画
で
は
九
州
大
学
基
幹
教
育
の
授
業
で
「
映
画
の
世
界」

を
担
当、

共

著
書
に
『
尾
道
を
映
画
で
歩
く』
『
尾
道
学
と
映
画
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク』
（
い
ず
れ
も
中
川
書
店）

が
あ
る。

2

0

0

1

年
か
ら
『
反
戦
情
報
』

誌
に
反
戦
人
権
映
画
に
関
す
る
コ
ラ
ム
を
担
当
し
て
現
在
に
至
る。

（
す
ず
き・
ゆ
う
ぶ
ん）
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